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No.1557

7年ぶりに4台同時公開された日立風流物（5月3日～5日に開催された神峰神社大祭禮にて）�
写真切抜き（左上）は日立風流物が2009年にユネスコ無形文化遺産に登録された�
のを記念して、今年3月に宮田町の通称おまつりロードに設置された記念碑�

■日立地区デュアルシステム企業実習提携協定書調印式��
　共済キャンペーンのお知らせ��
■常議員会／夏まつり情報を募集��
■早期景気観測（LOBO）調査結果概要��
■青年部だより（waiwaiwai）��
■相談所だより��
　・日立商工会議所提携融資 ……………………… 6��
　・茨城産業再生特区及び日立市産業集積促進条例�
　　に関する説明会��
■リレー随想（その１４８）��
■会員探訪��
■会議所インフォメーション��
　・会議所を知ってもらおうキャンペーン��
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日立風流物�ユネスコ無形文化遺産�
　日立風流物は、神峰神社の祭禮に氏子達が奉納の意

味で造った山車に操り人形を配したもので、江戸時代前

期には神峰神社の祭礼行事として奉納されたことが伝わ

っています。現在、日立市には東町、北町、西町、本町の4

台の山車が有ります。�

クールビズ運動を実施実施します�クールビズ運動を実施実施します�クールビズ運動を実施します�
　現在当所では、クールビズ運動を実施しており、
ノーネクタイで執務させていただいています。また、
会館内の温度を28℃とさせていただきます。�
　ご理解を賜わりますようお願いいたします。�
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「
日
立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
企
業
実
習
で
調
印
式�
「
日
立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
企
業
実
習
で
調
印
式�

　
４
月
28
日
に
平
成
24
年
度
「
日

立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」

の
ス
タ
ー
ト
を
前
に
、
県
立
日

立
工
業
高
校
に
お
い
て
、
学
校

と
生
徒
・
保
護
者
、
受
入
企
業
の

３
者
に
よ
る
企
業
実
習
提
携
協

定
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
は
「
日

本
版
」「
い
ば
ら
き
版
」
を
経
て
、

昨
年
か
ら
「
日
立
地
区
デ
ュ
ア

ル
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
、
特
色
あ

る
学
校
運
営
と
学
生
に
地
域
企

業
へ
の
就
労
を
促
す
シ
ス
テ
ム

と
し
て
今
年
も
継
続
的
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。
既
に
７
年
目

を
迎
え
た
こ
の
事
業
の
経
験
・

卒
業
者
は
約
１
６
０
名
を
数
え
、

市
内
外
の
企
業
に
勤
務
し
、
日

本
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え

る
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。�

　
本
年
度
参
加
す
る
生
徒
15
名

は
、
10
社
の
受
入
企
業
（
別
記
）

に
分
か
れ
、
来
年
２
月
ま
で
の

期
間
、
週
１
回
の
企
業
実
習
に

臨
み
、
勤
労
観
・
職
業
観
を
高
め

る
と
と
も
に
、
技
能
や
技
術
の

向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
な
ど
を
身
に
つ
け
ま
す
。

当
所
で
は
、
も
の
づ
く
り
は
人

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
教
育
機

関
と
産
業
界
の
連
携
強
化
を
積

極
的
に
支
援
し
て
お
り
、
こ
の

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
、
地

域
に
お
け
る
職
業
教
育
・
訓
練

制
度
と
し
て
の
定
着
を
目
指
し
、

本
事
業
の
運
営
委
員
会
（
委
員

長
友
部
副
会
頭
）
が
中
心
と
な

っ
て
、
受
入
企
業
の
募
集
や
関

係
機
関
の
調
整
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。�

㈱大貫工業所、茨城電機工業㈱、㈱大友製作所高萩工場、㈱照栄製作所、スターエンジニアリング㈱、�

㈱ＴＭＰ、㈱金沢モータース、（有）日電舎、㈱日立製作所電力システム社日立事業所、日本フルックス㈱�

受入企業（順不同）�

社
の
受
入
企
業
が
提
携
協
定
書
に
調
印�

１０�

〒317-0073　茨城県日立市幸町1-21-2�
TEL 0294-21-5387

水戸支社　日立営業所�

　現在当所では「商工会議所福利制度」を広くお知りいただくことを主な目的に共済キャン

ペーンを６月30日まで実施しています。�

　期間中アクサ生命の担当社員と当所職員がお伺いの際には、ご協力くださいますよう、

よろしくお願い申し上げます。�

共 済 キ ャ ン ペ ー ン 実 施 中�!!
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�

誇れる仕事を未来へ…�笑顔あふれる街づくりにチャレンジ�

４月２日に入所し�
ました。よろしく�
お願いします。�

（総務部　会員サービス課）�

進 藤  大 介�

　
４
月
20
日
、
当
所
で
常
議
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業

者
再
生
支
援
機
構
　
荒
波
辰
也

代
表
取
締
役
専
務
か
ら
東
日
本

大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機

構
（
呼
称:

震
災
支
援
機
構
）

の
業
務
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。�

　
荒
波
氏
は
「
東
日
本
大
震
災

事
業
者
再
生
支
援
機
構
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
害
に
よ
り
、

過
大
な
債
務
を
負
っ
て
い
る
事

業
者
で
あ
っ
て
、
被
災
地
域
で

事
業
の
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る

皆
様
に
対
し
て
、
金
融
機
関
等

が
有
す
る
債
権
の
買
取
り
等
を

通
じ
、
債
務
の
負
担
を
軽
減
し

つ
つ
、
そ
の
再
生
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社

で
、
国
が
設
立
し
金
融
機
関
等

と
連
携
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。�

　
震
災
支
援
機
構
で
は
、
事
業

者
の
再
生
、
被
災
地
の
復
興
に

向
け
て
債
権
の
買
取
り
の
他
、

出
資
や
保
証
、
つ
な
ぎ
融
資
、

助
言
、
相
談
、
専
門
家
派
遣
と

い
っ
た
機
能
が
利
用
可
能
で
、

震
災
前
の
状
況
に
戻
す
支
援
以

外
に
、
既
存
事
業
を
立
て
直
す

再
生
支
援
、
新
規
事
業
に
転
換

す
る
た
め
の
新
生
支
援
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。
」
と
話
し
ま

し
た
。�

　
協
議
内
容
で
は
、
３
月
の
新

入
会
員
（
別
記
）
を
承
認
。
続

い
て
当
所
の
参
与
委
嘱
を
協
議

し
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
委
嘱

は
、
事
業
所
等
の
人
事
異
動
に

伴
う
も
の
で
す
。
次
に
平
成
24

年
度
の
珠
算
能
力
検
定
試
験
委

員
、
簿
記
検
定
試
験
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
し
ま

し
た
。�

　
報
告
事
項
で
は
、
矢
口
専
務

理
事
か
ら
企
業
の
人
事
異
動
に

伴
う
議
員
の
職
を
行
う
者
の
変

更
に
つ
い
て
、
猿
田
商
業
部
会

長
か
ら
日
立
市
ス
ー
パ
ー
プ
レ

ミ
ア
ム
買
物
券
発
行
事
業
の
経

過
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
川
　
理
事

か
ら
は
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
伴

う
補
償
請
求
の
処

理
状
況
に
つ
い
て
、

日
渡
観
光
委
員
長

か
ら
第
50
回
日
立

さ
く
ら
ま
つ
り
の

人
出
、
当
所
で
実

施
し
た
花
見
茶
屋
、

土
産
品
コ
ー
ナ
ー

等
に
つ
い
て
の
報

告
と
ふ
る
さ
と
日

立
検
定
公
式
テ
キ

ス
ト
中
級
編
の
出

版
と
、
試
験
の
実

施
に
向
け
た
事
業

計
画
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。�

川
崎
建
設（
土
木
工
事
業
）�

　
小
木
津
町
３
ー
７
ー
８
ー
２
０
４�

山
栄
設
備（
管
工
事
業
）�

　
東
大
沼
町
１
ー
11
ー
１�

鈴
柾
工
業（
建
設
業
）�

　
鮎
川
町
５
ー
４
ー
34
ー
４�

株
式
会
社
Ｓ
＆
Ｋ（
飲
食
業
）�

　
滑
川
本
町
１
ー
14
ー
６� 株式会社 東日本大震災事業者再生支援機構�

仙台本店 022-393-8808（代表）　東京本部 03-6268-0150（代表）�
http://www.sh ien-k iko .co . jp

2012 夏まつり情報を募集�2012 夏まつり情報を募集�2012 夏まつり情報を募集�2012 夏まつり情報を募集�
「かいぎしょNEWS」市民版では、
市内各地域で開催する夏のイベン
ト特集を企画します。�
■掲載内容�

①名称　②開催日時　③開催場所　　

④イベント内容　⑤雨天時の対応　�

⑥主催団体　⑦代表者の連絡先（住所・

氏名・TEL）�

■掲 載 料　無　料�

■締め切り　６月22日（金）�

■発 行 日　７月中旬予定�

　（読売・朝日・毎日新聞朝刊に折込）�

■申込方法�

　ファクシミリ又はEメール�

■申 込 み　総務課 ＦＡＸ 22－0120　�

　Ｍａｉｌ  ｈ１２０４＠ｈｉｔａｃｈｉｃｃｉ.ｏｒ.ｊｐ�

4月の常議員会月の常議員会�4月の常議員会�

東日本大震災事業者再生支援機構の業務について聞く�
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業種別概況�

業況判断（DI値）について�

製　造　業� 小　売　業� 建　設　業� サービス業�

　建設機器関連やエコカー補助金に
よる自動車関連業の業況は上向いて
いる反面、脱原発の影響による重電
部門の先行き不透明感や原油価格の
高止まりの長期化、電気料金値上げ
等の予想から収益の悪化を懸念する
声が非常に多い。�
　個別では「前年同期比では売上高
増も前年３月は東日本大震災月であ
り単純比較は出来ない。量産案件が
海外生産へ拠点移行が進むとの予測
があり受注の減少が懸念される。」「得
意先の生産拠点の海外移転が進んで
おり、円高が是正されつつあるが多
少の円安ではこの流れは止まらない。」
「顧客の一時的な受注増により一定の
作業量確保も主要取引先の重電関連
が脱原発の影響により受注高が不透
明である。」「自動車関連で受注増加
も原材料の高止まり、電気料金値上
げにより採算悪化が懸念される。」な
どの報告があった。�

　天候不順により春物衣料の不
振、野菜の高騰、放射線量の基
準値を危惧した県産品ばなれを
懸念する声も多い。�
　個別では、「学生服を中心に
入学用品は動いたが、寒さの影
響により春夏物衣料の動きが弱
い。」「４月から薬価改定があり
大幅に減収になる見込み。」「原
油価格が６週連続で値上がりし
消費者の給油回数が減少傾向に
あったが、現在は原油市況が軟
化傾向にあり値下がりになりつ
つある。」「放射線量基準値の見
直しにより、鮮魚関係を中心に
大きなイメージダウン。一度出
荷規制になったものについては、
解除になっても消費者は対象に
なった物を敬遠するようになる。
生鮮食品は販売期間も短くロス
も多くなり採算悪化。」などの
報告があった。�

　住宅エコポイント制度の再
開、災害復旧、復興工事の本
格化により売上は堅調に推移
するも、原油価格の高騰によ
るコンクリート・鉄筋鉄骨、
アスファルト合材等建築資材
価格の高止まり、加えて、鉄
筋工、型枠工、内装工を中心
とした職人不足が労賃高騰、
受注機会の喪失につながり採
算は悪化している。�
　個別では、「住宅産業は大手、
中堅メーカーが低価格で受注
するため、価格競争が激しい。」
「職人の高齢化、若年作業員
の不足等により、作業員確保
によるコスト増が採算を悪化
させている。」「技能者不足は
長期化する予測、賃金増分を
価格に転嫁できるかが問題。」
などの報告があった。�

　依然として原発風評被害は根
強く、食品放射線基準値が厳し
くなるなか旅館業や飲食業では
客ばなれが顕著で、業況は依然
として厳しい状態。今後の見通
しでも、電気料金値上げ等のマ
イナス材料から、業況の停滞感
が更に強まっていくことが予想
される。�
　個別では、「風評被害の大き
い観光関連産業の振興の為、近
隣市町村との連携を強め積極的
に取組んでいるが現状は厳しい。
（旅館業）」「石油製品の値上が
り、放射線基準値の改定による
他県仕入先への変更により採算
が悪化。（飲食業）」「軽油価格
が上昇し採算は悪化。（輸送業）」
「エコカー補助金により新車販
売台数は上向いているが車検台
数は減少。（自動車整備業）」な
どの報告があった。�

●全産業の業況は、▲０．０ポイントと前回調査時（▲２２．９）に比べ２２．９ポイント改善したが、比較対象の前年同期は東日本大震災
直後で業況ＤＩが落ち込んだ時期。実態は原油等の原材料価格の高騰・高止まりなどを背景に厳しい状況が続いており、今後
の見通しについては▲３９．０ポイントとマイナス幅が拡大する予想となった。�

●製造業においては、△４．４ポイントと前回調査時（▲１７．４）に比べ大きく改善したが、今後の見通しについては▲５２．２ポイント
と悪化する予想となった。�
●小売業においては、▲５．３ポイントで前回調査時（▲３４．８）から比べマイナス幅が２９．５ポイント改善したが、今後の見通しでは
▲３６．８ポイントと再び悪化する予想となった。�
●建設業においては、前回調査時（△６．３）に引き続き△２２．２ポイントとプラス水準を維持した。今後の見通しについては▲１６．７
ポイントと業況が減速する予想となった。�

●サービス業においては、▲１８．２ポイントと前回から１９．９ポイント改善したが、今後の見通しは▲４５．５ポイントと再度悪化する
予想となった。�

業況DIの推移�

調査対象並びに回収状況�

対象件数�

回収件数�

回収割合（％）�

製造業�

25�

23�

92.0

小売業�

30�

19�

63.3

建設業�

20�

18�

90.0

サービス業�

25�

22�

88.0

計�

100�

82�

82.0

・DI値は調査項目についての景況判断状況を表す。�
　（△（＋）で上向き、▲（ー）で下向き）�
・強気、弱気等景気感の相対的な広がりを意味する。�
　DI＝（増加・好転・不足等の回答割合）－�
　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）�

DIDI値（景気判断指数）についてについて�DI値（景気判断指数）について�

調査概要について調査概要について�調査概要について�

調査時期�

調査基準�

4月（四半期毎に実施）�

四半期毎の景況感を対前年同期と比較�

平成23年度第4四半期�

日立商工会議所�製 造 業�

小 売 業�

建 設 業�

サービス業�

全 産 業�

製 造 業� 小 売 業� 建 設 業� サービス業� 全 産 業�

第1四半期�

▲　5.3�

▲30.0�

▲　5.3�

▲57.1�

▲25.3

第2四半期�

0.0�

▲47.6�

△25.0�

▲52.9�

▲17.5

第3四半期�

平成23年度� 平成24年度�

▲17.4�

▲34.8�

△　6.3�

▲38.1�

▲22.9

第4四半期�

△　4.4�

▲　5.3�

△22.2�

▲18.2�

0.0

今後の見通し�
（4月～6月）�

▲52.2�

▲36.8�

▲16.7�

▲45.5�

▲39.0
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0
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23/1四半期　　23/2四半期　　23/3四半期　　23/4四半期　24/1四半期見通し�
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日立商工会議所青年部 会報�

青年時代の�

良き�

情報交換の�

場（庭）として……�

・・・・�

�

�

　  ・�

発行：日立商工会議所青年部　総務委員会�

青
年
部
っ
て
？�

い
っ
し
ょ
に�

　
青
年
部
し
ま
せ
ん
か
？�

　
Y
E
G（
若
き
企
業
家
集
団
）精

神
の
下
に
お
互
い
に
啓
発
し
合
い

な
が
ら
、
知
識
と
教
養
・
人
と
人

と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
明
日
を

目
指
し
て
歩
む
グ
ル
ー
プ
で
す
。�

・「
Y
E
G
」（
若
き
企
業
家
集
団
）�

商
工
会
議
所
青
年
部
の
英
語
名

Y
oung Entrepreneurs G

roup

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
商

工
会
議
所
青
年
部
の
持
つ
コ
ン
セ

プ
ト（
若
さ
、情
熱
、広
い
視
野
を

持
っ
た
経
営
者Y

ou
th
 E
n
ergy 

G
en
eralist

）を
表
し
て
い
る
。�

青
年
部
で
は
18
才
か
ら
45
才
ま
で

の
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人

と
し
て
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！�

問
合
せ �

日
立
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

　
0
2
9
4
ー

22
ー

0
1
2
8

平成23年度の主な活動�

４月　第２８回通常総会�

７月　第９回全国サッカー大会新宮大会�

８月　救急救命講習会�

９月　臨時総会�

１０月　第３１回　関東ブロック大会さいたま大会�

１１月　地域経済活性化事業�

　　　第１部　那珂湊魚市場見学�

　　　第２部　講演会・パネルディスカッション�

　　　　　　　テーマ「復興　そして元気な街づくり」�

　　　　　　　講　師　香取貴信 氏�

１月　レクチャー茨城�

　　　１部　ビジネス交流座談会�

　　　２部　講演会�

　　　　　　テーマ「脳研究からわかる『仕事ができる脳』�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のコントロール術」�

　　　　　　講　師　池谷裕二 氏�

２月　第３１回　全国大会　越中富山大会�

今年の日立さくらまつりにて�

����

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経

過
し
、
企
業
活
動
は
正
常
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
円
高
や
電
力

供
給
問
題
等
、
企
業
を
取
巻
く
環

境
は
日
々
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
経
済
は
構
造
の
変
化
や
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
よ
る
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
且
つ

正
確
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
我
々
商

工
会
議
所
青
年
部
は
、
今
ま
で
以

上
に
よ
り
強
固
な
連
携
を
築
き
上

げ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ

精
神
の
下
に
研
鑽
と
交
流
を
通
じ

て
、
自
ら
の
企
業
活
動
を
原
点
と

し
た
様
々
な
経
験
を
共
有
化
す
る

こ
と
で
、
幅
広
い
視
野
と
よ
り
深

い
知
見
を
養
い
、
時
代
の
急
激
な

変
化
に
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
。�

　
平
成
24
年
度
は
茨
城
県
商
工

会
議
所
青
年
部
連
合
会
が
創
立
30

周
年
を
迎
え
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
い
ば
ら
き
石
岡
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
単
会
は
元
よ
り
県
内
外

の
メ
ン
バ
ー
と
連
携
を
深
め
る
絶

好
の
機
会
で
あ
り
、
大
き
な
経
験

の
で
き
る
場
と
捉
え
て
い
ま
す
。�

　
震
災
後
「
絆
」
と
い
う
文
字
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
昨
年
の

漢
字
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の

「
絆
」
を
我
々
日
立
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、

諸
先
輩
方
か
ら
事
業
を
推
進
す
る

中
で
脈
々
と
引
継
い
で
お
り
、
後

世
に
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

復
興
か
ら
�

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
！
�

〜
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
〜
�

日
立
商
工
会
議
所
青
年
部
�

　
平
成
24
年
度
会
長
�

　
 
 
皆
　
川
　
　
 
裕
�
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その「ありがとう」のために…�
http://www.sharoushi-honda.jp/

ご相談はこちらまでお気軽にお問合せください！�

□企業向けの助成金や、労働社会保険の代行サービス�

□地域にお住まいの方向けの障害年金�
　※無料相談受付中�

0 2 9 4 － 3 3 － 7 6 5 1
soudan@sharoushi-honda.jp

本田社会保険労務士事務所　日立�

本田社会保険労務士事務所�

検索�

こちらをClick
検索�

問合せ　当所経営相談課�
�

当所では㈱常陽銀行・㈱筑波銀行・㈱東日本銀行との提携により会員事業所向けの融資を取り扱っています。�

金融機関名� 常陽銀行� 筑波銀行� 東日本銀行�

会員事業所を支援します�

・新規事業所ローン�
　「ニュービガー」�
・当行とご融資のお取引のない法人の方
　で当所会員歴３年以上の方�
・同一事業を３年以上営業�
・直近の決算が２期連続経常赤字ではな
　く、実質債務超過でないこと。�
・法人または連帯保証人のいづれかの方
　が不動産を所有されていること。�
・事業資金�
5,000万円以内�
�
�
�
・1.225％以上�
（金利優遇後固定金利）�
・５年以内�
�
・分割返済�
（融資期間が６ヶ月以内の場合は期日　
　一括返済も可）�
・原則不要�
・法人の代表者�
（共同代表の場合は共同代表者全員）�
・通常事務手数料31,500円が無料�
・適用金利0.25％優遇�

・商工会議所�
　メンバーズローン�
・商工会議所会員で�
　会費を完納している方�
�
�
�
�
�
・運転資金、設備資金�
・運転資金５千万円以内�
（月商の３倍以内）�
・設備資金１億円以内�
（所要額の80％以内）�
・財務内容により決定�
�
・運転資金７年以内�
・設備資金15年以内�
・短期資金：一括または分割�
・長期資金：元利均等または　
　　　　　　元金均等�
・原則不要�
・法人の場合代表者�
・個人は戸外保証人�
・商工会議所会員のみ利用でき
　ます�

・常陽スモールローン�
　「クイックJ」�
・１年以上営業�
・商工会議所会員で�
　会費を完納している方�
�
�
�
�
・事業資金�
・100万円以上�
　　1,000万円以内�
�
�
・審査結果により決定�
�
・１ヶ月以上３年以内�
�
・分割返済�
・一括返済�
�
・原則不要�
・法人の場合代表者�
・個人は原則不要�
・商工会議所会員は金利0.25
　％優遇�

商 品 名 �
�
利用できる方�
�
�
�
�
�
�
資 金 使 途 �
融 資 金 額 �
�
�
�
金 利 �
�
融 資 期 間 �
�
返 済 方 法 �
�
�
担 保 �
保 証 人 �
�
そ の 他 �

◆問合せ　常陽銀行、筑波銀行、東日本銀行各支店または当所経営相談課�

新規記帳指導を希望する事業所を募集します�新規記帳指導を希望する事業所を募集します�新規記帳指導を希望する事業所を募集します�新規記帳指導を希望する事業所を募集します� 期間は�

原則3年
間�

　当所では、小規模事業者を対象に日計表のつけ方や従業員の源泉徴収の方法、確定申告の仕方など

のお手伝いをしています。�

　この事業は、担当者が事業所の都合に合わせて訪問し、経営者（またはご家族）が記帳や税務に

ついて理解し、ご自身で決算や申告が出来るように行っているものです。�

【申し込み対象】�

　●従業員数が20名以下（卸・小売・サービス業は５人以下）の個人事業所�

　●税理士の関与を受けていない事業所�

日立商工会議所提携融資�日立商工会議所提携融資�日立商工会議所提携融資�日立商工会議所提携融資�茨城産業再生特区及び日立市産業集積促進条例に�
関する説明会を開催します�

茨城産業再生特区及び日立市産業集積促進条例に�
関する説明会を開催します�

平成２４年度労働保険  年度更新の申告・納付のお知らせ�平成２４年度労働保険  年度更新の申告・納付のお知らせ�平成２４年度労働保険  年度更新の申告・納付のお知らせ�


